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調 査 結 果 の 概 要 

 

① 雇用の過不足状況 （全体） ～ 強まる人材の不足感 ～ 

・「人材不足」が 38.3%と最多。次いで、「適正」（28.4%）及び「雇用過剰と人材不足の両面がある」（28.4%）

が同率となり、「雇用過剰」は 2.0%であった。 
・「人材不足」と回答した企業（38.3%）は、昨年の 32.5%から増加し、雇用の不足感は強まっている。 
・業種別にみると、製造業において約半数の企業（48.5%）が人材不足と感じている。 

 
 
② 雇用の過不足状況 （職種別） ～ 製造業の技術職において人材不足感強まる ～ 

・ 現業職及び技術職において人材の不足感が強まっており（現業職 46.0%、技術職 48.9%）、業種別にみ

ると、特に製造業の技術職において 66.7%と顕著な割合となっている。 
 
 
③ 平成１９年度の採用状況 ～ 売り手市場で、人材の確保が困難 ～ 

・新卒者を採用した企業の約半数（54.3%）が昨年と比べて採用人数を増加させているが、4 割を超える企

業が採用予定数に対して 100%充足できていない（90%以下の充足率の割合:44.9%）。  

・また、6 割を超える企業（65.3%）が売り手市場と感じており、人材の確保が厳しい状況となっている。 
 

 

④ 平成２０年度の新卒者採用状況の方向性 ～ 今後も採用意欲は高まる ～ 

・対１９年比増減については、各学歴において「増える」が「減る」よりも多く、今後も企業の採用意欲

が高まってゆくものと思われる。   

（特に［大卒］減る 6.5%：増える 26.9%、［高卒］減る 6.7%：増える 21.1%） 

 

 

⑤ 採用を増やす理由（採用拡大予定企業について） ～ 今後、技術者の養成が課題 ～ 

・「企業の将来を考え、新卒者を育成し技術者を養成」（58.0%）が最も多く、次いで「企業全体の年齢構

成のゆがみを是正する、若返りを図る」（42.0%）、「団塊の世代の退職による労働力不足に備える」（36.0%）

「業務拡大や新規分野の進出」（22.0%）、の順となっている。 

 

 

⑥ 中途採用の実施状況  ～ 製造業において、中途採用（大卒）は積極的 ～ 

・各学歴において回答企業の４～６割（大卒 60.0%、短大・専門・高専卒 44.3%、高卒 43.5%）が中途採

用を実施している。 

・特に、製造業において８割の企業が大卒の中途採用を実施しており、即戦力のある中途採用に積極的で

ある。 

 

 



平成１９年第１回 雇用問題アンケート 集計結果 

福岡県経営者協会 

 
 

   目  的 ： 今後の雇用対策及び企業経営の参考とするため 
   対  象 ： 福岡県経営者協会会員企業 
   回答状況 ： 調査対象企業約５３０社のうち、回答社数１０３社（回収率 19.4%）。 

このうち、産業別では、製造業３３社（32.0%）、非製造業７０社（68.0%）。 
規模別では、３００人以上の企業４２社（40.8%）、３００人未満の企業６１社（59.2%） 

   調査期間 ： ２００７年（平成１９年）４月１３日～５月３１日 
 
 

■ 回答企業の属性 (業種および規模) 

 
回答企業の属性 （業種）

窯業・土石

2.9%

機械・金属

6.8%

電機

5.8%

その他製造業

1.9%

建設

4.9%

電力・ガス

1.9%

卸・小売

17.5%
金融・保険

1.0%

運輸・倉庫

9.7%

タクシー

2.9%

その他非製造

23.3%
非鉄金属

1.9%

団体

1.9%教育

1.0%医療

1.0%
情報・広告

1.0%
放送･通信

1.9%

鉄鋼

2.9%

化学・ゴム

3.9%
新聞・出版

1.9%食品

2.9%

紙・パルプ

1.0%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
回答企業の属性 （規模）

300人未満

の企業

59.2%

300人以上

の企業

40.8%

回答企業の属性 （製造業、非製造業）

製造業

32.0%

非製造業

68.0%
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１．雇用の過不足状況 

(１) 雇用の過不足状況 （全体） 

雇用の過不足状況については、「人材不足」が 38.3%と最も多い。 次いで「適正」（28.4%）及び

「雇用過剰と人材不足の両面がある」（28.4%）の順となっており、「雇用過剰」は 2.0%であった。 
     
 
 

 雇用の過不足状況

適正

28.4%

その他

2.9%

雇用過剰

2.0%

人材不足

38.3%

雇用過剰と人

材不足の両面

28.4%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
《 参 考 》 平成１８年度福岡経協調査 
 
 

雇用の過不足状況

適正

26.5%

その他

2.4%

雇用過剰

1.2%

人材不足

32.5%

雇用過剰と人

材不足の両面

37.4%
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《 参 考 》  福岡経協過去の調査との対比 
「人材不足」と回答した企業の割合（38.3%）は、平成 18 年（32.5%）から更に増加している。 

一方、「雇用過剰と人材不足の両面がある」と回答した企業は減少し（H18 調査:37.4% → H19    
調査:28.4%）、雇用のミスマッチは改善傾向にある。 製造・非製造業別にみると、「人材不足」と

回答した企業の割合は、依然として製造業（48.5%）において顕著となっている。 
 
 
 
 
 
 

雇用の過不足状況　(過去の調査対比）

28.4%

26.5%

38.3%

32.5%

28.4%

37.4%

1.2%

2.0%

雇用過剰

9.0%
適正

37.7%
人材不足

10.2%

雇用過剰と人材不足

の両面

42.5%

2.9%

2.4%

その他

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H19調査

H18調査

H15調査

雇用過剰 適正 人材不足 雇用過剰と人材不足の両面 その他

 
 
 
 
 
 

 

【 製造業 】 

 

雇用の過不足状況　(製造業 ： 平成１８年対比）

15.2%

17.2%

48.5%

48.3%

30.3%

31.0%
3.5%

3.0%
3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H19調査

H18調査

雇用過剰 適正 人材不足 雇用過剰と人材不足の両面 その他

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 非製造業 】 

 

雇用の過不足状況　(非製造業 ： 平成18年対比）

34.8%

31.5%

33.3%

24.1%

27.5%

40.7%

1.5%
2.9%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H19調査

H18調査

雇用過剰 適正 人材不足 雇用過剰と人材不足の両面 その他
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（２）雇用の過不足状況 （職種別） 

職種別にみた雇用の過不足感では、管理職・事務職においては「適正」と回答した企業が６～７割     
（管理職 68.6%、事務職 71.6%）と多い。「余剰」感は、管理職（16.7%）事務職（12.7%）で１～２

割弱となっている。 一方、不足感は現業職及び技術職において強く、特に、製造業における技術職の

人材不足感は６割（66.7%）を超えている。 
 

雇用の過不足状況 （全体）

3.3%

5.0%

12.7%

41.3%

45.0%

71.6%

48.9%

46.0%

15.7%

6.5%

4.0%

雇用過剰

16.7%

適正

68.6%

不足

14.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

技術職

現業職

事務職

管理職

余剰 適正 不足 その他

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 製造業 】 

 

雇用の過不足状況 （製造業）

3.0%

9.1%

18.2%

15.2%

30.3%

42.4%

66.6%

72.7%

66.7%

48.5%

15.2%

12.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

技術職

現業職

事務職

管理職

余剰 適正 不足 その他

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 非製造業 】 
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雇用の過不足状況 （非製造業）

3.4%

3.0%

10.2%

17.4%

47.5%

46.3%

73.9%

66.7%

39.0%

44.8%

15.9%

15.9%

10.1%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

技術職

現業職

事務職

管理職

余剰 適正 不足 その他

 
 
 

 

 

 

 

 



２．平成１９年度の採用状況 

   新卒者を採用した企業の約半数（54.3%）が昨年と比べて採用人数を増加させているが、4 割の企業が

採用予定数に対して 100%充足できていない（90%以下の充足率の割合:44.9%）。  また、6 割を超える

企業（65.3%）が売り手市場と感じており、人材の確保が厳しい状況となっている。 

（１）新卒者採用の有無           （２）前年と比べた採用人数 

 

H19年度 新卒者の採用

採用した

68.0%

採用しな

かった

32.0%

H19年 採用人数の増減

増加した

54.3%

変わらな

い

15.7%

減少した

27.1%

その他

2.9%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）採用予定数に対する充足率       （４）就職採用市場に対する評価 

 

採用予定数に対する充足率

50%未

満, 2.9%

90％充

足, 17.4%

100％

充足,

55.1%

70～

80%充

足, 18.8%

50～

60%充

足, 5.8%

就職採用市場に対する評価

売り手市

場

65.3%

変化なし

27.5%

その他

4.3%
買い手市

場

2.9%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．平成１９年度新卒採用者の初任給 

平成１９年新卒採用者の初任給について、各学歴において約３割の企業が引き上げたと回答した。  

（大卒 30.2%、短大・専門・高専卒 32.8%、高卒 29.7%）。  
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大卒

引き上

げた

30.2%

変えな

かった

67.1%

その他

2.7%

短大・専門・高専卒

引き上

げた

32.8%

変えな

かった

62.1%

その他

5.2%

高卒

引き上

げた

29.7%

変えな

かった

65.6%

その他

4.7%



 ４．平成２０年度の新卒者採用数の方向性 
平成２０年新卒者採用数の対１９年比増減について、現時点では、各学歴において「未定」とする企

業の割合が多い（大卒 35.5%、短大・専門・高専卒 48.3%、高卒 40.0%）が、同数以上（「変わらない」

もしくは「増える」）と答えた企業は大卒、高卒において半数以上を占めている（大卒 58.1%、高卒 53.3%）。 
また、大卒、高卒において「増える」が「減る」よりも圧倒的に多く（［大卒］減る 6.5%：増える 26.9%、

［高卒］減る 6.7%：増える 21.1%）、特に製造業における大卒（減る 3.4%：増える 44.8%）において顕

著であり、今後も採用意欲が高まってゆくものと思われる。 
 

大卒

増える

26.9%

変わら

ない

31.2%

未定

35.5%

減る

6.5%

短大・専門・高専卒

増える

6.7%

変わら

ない

39.3%

減る

5.6%

未定

48.3%

高卒

増える

21.1%

変わら

ない

32.2%

減る

6.7%

未定

40.0%

 
 

 
【 製造業 】               【 非製造業 】 

 
 
 

大卒 （非製造業）

増える

18.5%

変わらな

い

32.3%

未定

41.5%

減る

7.7%

大卒 （製造業）

増える

44.8%

変わらな

い

27.6%

未定

24.1%

減る

3.4%
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５．採用を増やす理由（採用拡大予定企業について） 

今後、新卒者の採用を増やす理由については、「企業の将来を考え、新卒者を育成し技術者を養成する」

（58.0%）が最も多く、次いで「企業全体の年齢構成のゆがみを是正する、若返りを図る」（42.0%）、         
「団塊の世代の退職による労働力不足に備える」（36.0%）、「業務拡大や新規分野への進出」（22.0%）とな

っている。 

今後新卒者の採用を増やす理由

2.0%
2.0%

20.0%
22.0%

36.0%
42.0%

58.0%

0% 20% 40% 60% 80%

退職者の補充

中高年者の採用より人件費などのコスト削減を期待

.社内に若年者の新しい感性・創造性等を取り入れる

業務拡大や新規分野への進出

団塊の世代の退職による労働力不足に備える

企業全体の年齢構成のゆがみを是正する、若返りを図る

企業の将来を考え、新卒者を育成し技術者を養成

注：今後採用を増やす企業について、複数回答

 

６．中途採用の実施状況 
（１）Ｈ１８年度の実施状況 

       中途採用については、各学歴において回答企業の４～６割（大卒 60.0%、短大・専門・高専卒 44.3%、

高卒 43.5%）が実施している。特に、製造業・非製造業別では、製造業において８割の企業が大卒の

中途採用を実施しており、即戦力のある中途採用に積極的であることがうかがえる。    

高卒

中途採

用をし

た

43.5%

中途採

用をし

なかっ

た

56.5%

短大・専門・高専卒

中途採

用をした

44.3%
中途採

用をしな

かった

55.7%

大卒

中途採

用をした

60.0%

中途採

用をしな

かった

40.0%

【 製造業 】                【 非製造業 】 

 

 
大卒 （非製造業）

中途採用

をした

50.8%

中途採用

をしな

かった

49.2%
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大卒 （製造業）

中途採用

をした

80.0%

中途採用

をしな

かった

20.0%

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）Ｈ１９年度の方向性 

      また、今年度においても各学歴において回答企業の３割前後（大卒 35.1%、短大・専門・高専卒 26.7%、

高卒 27.4%）が中途採用を予定している。製造業・非製造業別では、製造業において半数の企業が大

卒の中途採用をするとしている。 
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【 製造業 】              【 非製造業 】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大卒 （製造業）

中途採用

をする

50.0%

中途採用

をしない

20.0%

未定

30.0%

大卒

中途採

用をす

る

35.1%

中途採

用をしな

い

37.1%

未定

27.8%

短大・専門・高専卒

中途採

用をす

る

26.7%

中途採

用をし

ない

47.8%

未定

25.5%

高卒

中途採

用をす

る

27.4%

中途採

用をし

ない

44.2%

未定

28.4%

大卒

中途

未定

26.8%

 （非製造業）

中途採用

をする

28.4%

採用

をしない

44.8%


